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つ
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ホテル・旅館

設
備
投
資

％
が
実
施

日
本
公
庫

調

査「
先
行
き
不
安
」で
率
低
下

小
企
業
の
設
備
投
資

飲
食
・
宿
泊
は

％

日
本
公
庫
調
査

設備投資


％
が「
計
画
あ
り
」

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査「
設
備
の
代
替
」ト
ッ
プ

総務省調査

宿 泊 業
３月の売上高前年比％増

年同月も上回る

■■

宿
泊
業
の
従
事
者
数

前
年
比
６
％
増
加

（１） 第３１７７号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）６月１２日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　観光庁の年度「地域一体
となった観光地・観光産業の再
生・高付加価値化」事業では、
第１期の公募に対する第１回審
査会の結果、地域の地域計画
が採択された。

　日本温泉協会が理事会。拙速
な地熱開発による温泉資源への
影響を危惧し、慎重な対応を関
係機関に求める活動を継続する
ことを確認した。

　わたらせ渓谷鐵道と日光市が
企画列車「ゾンビトレイン」を
期間限定で運行。沿線一帯のに
ぎわい創出を目指し、住民の協
力も得て行っている。

　Ｔ―ＬＩＦＥ協定連盟が大阪
市内で通常総会を開き、役員改
選で千須和昌和副会長（華やぎ
の章　慶山）の会長就任を決め
た。

　ＫＮＴ―ＣＴホールディング
スが発表した年３月期通期
決算は、連結純利益が億
万円と、４期ぶりの黒字とな
った。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
「
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
設
備
投
資
動

向
調
査
」
で
、
２
０
２
２
年
１
年
間
（
１
～

月
）
に
設
備
投
資
を
行
っ
た
ホ
テ
ル
・

旅
館
は
全
体
の

・
０
％
で
、
前
年
調
査
（

・
９
％
）
か
ら
７
・
９
㌽
低
下
し
た
。

設
備
投
資
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
「
事
業
の
先
行
き
不
安
」
が

・
９
％
、
今
後
の
設

備
投
資
を
実
施
す
る
上
で
の
問
題
点
は
「
景
気
の
不
透
明
感
」
が

・
１
％
と
最
も
多

か
っ
た
。

災
害
に
備
え
て
万
全
の
体

制
を
（
写
真
と
本
文
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
４

月
に
行
っ
た
設
備
投
資
に
関

す
る
企
業
の
意
識
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
２
３
年
度
に
設

備
投
資
計
画
が
あ
る
企
業
割

合
は

・
５
％
と
、
前
年
調

査
か
ら
１
・
６
㌽
上
昇
し
た
。

設
備
投
資
内
容
は
「
設
備
の

代
替
」
が

・
０
％
と
ト
ッ

プ
。
設
備
投
資
を
行
わ
な
い

理
由
は
「
先
行
き
が
見
通
せ

な
い
」
が

・
５
％
と
最
も

多
か
っ
た
。

　「
設
備
投
資
計
画
が
あ
る
」


・
５
％
の
内
訳
は
、
「
既

に
実
施
し
た
」が
７
・
２
％
、

「
予
定
し
て
い
る
」
が

・

３
％
、
「
実
施
を
検
討
中
」

が

・
０
％
。
こ
の
ほ
か

「
予
定
し
て
い
な
い
」
が


・
１
％
、
「
分
か
ら
な
い
」

が
８
・
４
％
。

　
設
備
投
資
内
容
は
（
複
数

回
答
）
、
「
設
備
の
代
替
」

に
続
き
、
「
既
存
設
備
の
維

持
・
補
修
」（

・
５
％
）、

「
省
力
化
・
合
理
化
」
（


・
９
％
）
、
「
情
報
化
（
Ｉ

Ｔ
化
）関
連
」（

・
６
％
）、

「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」

（

・
２
％
）
な
ど
。
設
備

の
代
替
が
前
年（

・
５
％
）

か
ら
上
昇
し
て
半
数
超
に
。

「
情
報
化（
Ｉ
Ｔ
化
）関
連
」

「
Ｄ
Ｘ
」
の
い
ず
れ
か
を
選

択
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
投
資
を

検
討
し
て
い
る
企
業
は

・

３
％
と
、
前
年
か
ら
４
・
０

㌽
上
昇
し
た
。

　
期
待
す
る
効
果
は
「
売
り

上
げ
の
拡
大
」
が

・
２
％

と
最
も
多
く
、
「
利
益
の
拡

大
」
（

・
８
％
）
と
合
わ

せ
て
４
割
以
上
を
占
め
た
。

次
い
で
、
「
（
省
エ
ネ
、
業

務
効
率
化
な
ど
に
よ
る
）
コ

ス
ト
削
減
」
（

・
３
％
）

な
ど
。

　
設
備
投
資
を
行
わ
な
い
理

由
は
（
複
数
回
答
）
、
「
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
」
が
ト

ッ
プ
。
「
現
状
で
設
備
は
適

正
水
準
で
あ
る
」
（

・
９

％
）
、
「
投
資
に
見
合
う
収

益
を
確
保
で
き
な
い
」
（


・
９
％
）
、
「
借
り
入
れ
負

担
が
大
き
い
」（

・
３
％
）、

「
手
持
ち
現
金
が
少
な
い
」

（

・
６
％
）
が
続
い
た
。

　
回
答
し
た
旅
館
・
ホ
テ
ル

は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で

大
き
く
マ
イ
ナ
ス
を
被
っ
た

の
で
、
こ
の
先
は
修
繕
も
含

め
て
投
資
を
行
い
た
い
。
し

か
し
、
モ
ノ
の
値
段
も
３
年

間
で
上
が
っ
て
い
て
以
前
よ

り
資
金
が
多
め
に
か
か
る
た

め
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
投
資

が
ま
だ
で
き
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

　
梅
雨
入
り
の
発
表
が
相
次

い
で
い
る
。
先
月
ま
で
に
沖

縄
、
西
日
本
、
東
海
の
各
地

域
が
梅
雨
入
り
し
、
関
東
甲

信
地
方
は
７
日
に
も
梅
雨
入

り
し
そ
う
だ（
６
日
時
点
）。

最
新
の
３
カ
月
予
報
（
６
～

８
月
）
で
は
全
国
的
に
降
水

量
が
平
年
よ
り
多
く
な
る
と

い
う
。

　
同
時
に
台
風
シ
ー
ズ
ン
も

迫
る
。
梅
雨
前
線
に
台
風
の

勢
力
が
加
わ
る
と
災
害
の
危

険
性
は
格
段
に
強
ま
る
。
加

え
て
、
地
震
が
頻
発
し
て
お

り
、
「
日
本
列
島
は
地
震
活

動
期
に
入
っ
て
い
る
」
と
の

指
摘
を
改
め
て
印
象
付
け

た
。
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
の

か
予
見
は
難
し
く
、
専
門
家

は
「
こ
の
機
会
に
備
え
の
チ

ェ
ッ
ク
」
を
呼
び
掛
け
る
。

　
６
月
早
々
、
台
風
２
号
や

梅
雨
前
線
の
影
響
で
日
本
列

島
の
広
い
範
囲
で
激
し
い
雨

が
降
り
、
各
地
で
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
た
。
総
務
省
消

防
庁
に
よ
る
と
、

府
県
で

７
７
１
棟
の
建
物
に
被
害
が

あ
り
、
死
者
・
行
方
不
明
者

も
出
た
。

　
台
風
は
８
月
や
９
月
に
多

く
発
生
し
、
６
月
は
少
な
い

と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
時

期
は
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
、

こ
こ
に
台
風
の
勢
力
が
加
わ

る
と
大
雨
災
害
の
危
険
性
が

大
き
く
な
る
。
２
０
１
８
年

７
月
の
西
日
本
豪
雨
は
ま
さ

し
く
こ
の
条
件
が
重
な
り
、

広
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と

な
り
、
甚
大
な
被
害
を
出
し

た
。

　
災
害
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化

す
る
前
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
場
所
・
経
路
を
確

認
す
る
な
ど
、
事
前
の
備
え

を
徹
底
す
べ
き
だ
。
と
り
わ

け
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
は
人
の

生
命
を
預
か
る
商
売
だ
け

に
、
備
え
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
は
い
け
な
い
。
「
当
た
り

前
だ
」
と
い
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
改
め
て
お
願
い

し
た
い
。

　
２
日
、
記
録
的
な
大
雨
に

よ
っ
て
東
京
駅
か
ら
名
古
屋

駅
間
で
運
転
を
見
合
わ
せ
た

東
海
道
新
幹
線
。
翌
日
、
名

古
屋
駅
の
改
札
前
で
は
運
転

再
開
を
待
つ
人
が
詰
め
か

け
、
大
混
雑
に
な
っ
た
ニ
ュ

ー
ス
映
像
が
流
れ
た
。
駅
構

内
に
も
多
く
の
人
が
ご
っ
た

返
し
、
身
動
き
が
取
れ
な
い

危
険
な
状
態
に
。

　
旅
行
者
か
ど
う
か
不
明
だ

が
、
外
国
人
女
性
が
駅
職
員

に
説
明
を
求
め
る
姿
も
あ
っ

た
。
知
ら
な
い
土
地
で
被
災

し
た
際
の
不
安
、
混
乱
は
い

か
ば
か
り
か
。
ま
し
て
や
言

葉
が
通
じ
な
い
と
な
れ
ば
誰

に
救
い
を
求
め
れ
ば
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
が
増
え
る
中
、

こ
う
し
た
人
た
ち
の
ケ
ア
は

観
光
業
界
の
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
い
え
る
。

　
先
ご
ろ
、
大
地
震
発
生
時

の
外
国
人
客
や
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
を
想
定
し
た
訓
練

が
東
京
・
浅
草
で
あ
っ
た
。

浅
草
観
光
連
盟
と
浅
草
寺
、

台
東
区
が
実
施
し
た
も
の

で
、
地
元
町
会
や
消
防
、
警

察
な
ど
多
く
の
人
が
参
加

し
、
避
難
誘
導
な
ど
の
手
順

を
確
認
し
た
。

　
京
都
市
は
外
国
人
客
向
け

に
、
災
害
時
に
す
ぐ
に
情
報

に
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
お
う

と
、
多
言
語
で
情
報
を
載
せ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が

る
案
内
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
し

た
と
い
う
。

　
転
ば
ぬ
先
の
つ
え
で
は
な

い
が
、
も
う
一
度
身
の
回
り

の
点
検
を
。
【
内
井
高
弘
】

　
調
査
は
３
月
上
旬
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
、
飲
食
業
、
美
容

業
な
ど
生
活
衛
生
関
係
営
業

３
２
９
０
企
業
に
行
い
、
３

１
２
６
企
業
が
回
答
。
ホ
テ

ル
・
旅
館
は
１
７
７
企
業
が

回
答
し
た
。

　

年
１
年
間
に
設
備
投
資

を
し
た
企
業
割
合
は
、
９
の

業
種
別
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
が

最
も
高
か
っ
た
。
生
活
衛
生

関
係
営
業
全
体
は

・
３
％

で
、
前
年
（

・
５
％
）
か

ら
４
・
２
㌽
低
下
し
た
。

　
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
設
備
投

資
実
施
率
を
時
系
列
で
見
る

と
、
こ
の

年
で
は

年
が


・
９
％
と
最
も
高
い
。


～

年
は

％
前
後
で
推
移

し
て
い
た
が
、

年
に

・

２
％
と

％
超
え
。

年
か

ら
４
年
連
続
で

％
台
と
な

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
た


年
は

％
台
に
低
下
。


年
に

・
９
％
と

％
近
く

に
な
っ
た
が
、

年
は
再
び

低
下
し
た
。

　
ホ
テ
ル
・
旅
館
が

年
に

実
施
し
た
設
備
投
資
の
目
的

は
（
複
数
回
答
）
、
「
補
修

・
更
新
」
が

・
９
％
と
最

も
多
い
。
以
下
は
「
売
り
上

げ
増
加
」
（

・
４
％
）
、

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
配

慮
」
（

・
３
％
）
、
「
新

商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
」

（

・
０
％
）
、
「
合
理
化

・
省
力
化
」（

・
７
％
）、

「
新
規
事
業
へ
の
進
出
」

（
８
・
８
％
）
な
ど
。

　
設
備
投
資
の
総
額
は
「
１

千
万
円
超
」
が

・
８
％
と

最
多
。「
１
０
０
万
円
以
下
」

（

・
８
％
）
、
「
５
０
０

万
円
超
１
千
万
円
以
下
」

（

・
５
％
）
、
「
３
０
０

万
円
超
５
０
０
万
円
以
下
」

（

・
０
％
）
、
「
１
０
０

万
円
超
３
０
０
万
円
以
下
」

（

・
９
％
）
が
続
く
。

　

年
に
設
備
投
資
を
し
な

か
っ
た
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
そ

の
理
由
を
聞
く
と
（
複
数
回

答
）
、
「
事
業
の
先
行
き
不

安
」が

・
９
％
と
ト
ッ
プ
。

「
景
気
の
不
透
明
感
」
（


・
４
％
）
、
「
返
済
負
担
に

対
す
る
懸
念
」（

・
８
％
）

も
半
数
以
上
が
あ
げ
た
。

　
今
後
（

年
１
月
以
降
）

の
設
備
投
資
の
必
要
性
は
、

「
感
じ
て
い
る
」
が

・
８

％
と
圧
倒
的
。「
感
じ
な
い
」

は

・
２
％
に
と
ど
ま
る
。

　
実
施
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
設
備
投
資
の
目
的
は

（
複
数
回
答
）
、
「
補
修
・

更
新
」
（

・
６
％
）
が
最

も
多
く
、「
売
り
上
げ
増
加
」

（

・
６
％
）
、
「
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
環
境
配
慮
」
（


・
７
％
）
、
「
合
理
化
・
省

力
化
」
（

・
９
％
）
、

「
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
」
（

・
０
％
）
が
続

く
。

　
今
後
の
設
備
投
資
を
行
う

上
で
の
問
題
点
は
（
複
数
回

答
）、「
景
気
の
不
透
明
感
」

（

・
１
％
）
、
「
事
業
の

先
行
き
不
安
」（

・
７
％
）、

「
返
済
不
安
に
対
す
る
懸

念
」
（

・
３
％
）
の
順
で

多
い
。「
自
己
資
金
の
不
足
」

（

・
２
％
）
、
「
資
金
調

達
が
困
難
」（

・
０
％
）、

「
足
も
と
の
業
績
悪
化
」

（

・
２
％
）
も
３
割
が
あ

げ
た
。

　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　
総
務
省
が
５
月

日
に
公

表
し
た
今
年
３
月
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
同
月
の
宿
泊
業
（
旅
館

・
ホ
テ
ル
、
簡
易
宿
所
、
下

宿
業
）
の
売
上
高
は
前
年
同

月
比

・
０
％
増
の
５
７
２

７
億
１
４
０
０
万
円
と

カ

月
連
続
で
増
加
。
コ
ロ
ナ
禍

前
の
２
０
１
９
年
同
月
比
も

９
・
６
％
増
と
増
加
し
た
。

　

年
同
月
と
の
比
較
で

は
、今
年
１
月
が
０
・
０
％
、

２
月
が
０
・
１
％
増
。
３
月

は
大
き
く
増
加
し
た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
同

・
０
％
増

（

年
同
月
比

・
４
％
減
）

の
１
兆
７
９
０
６
億
２
８
０

０
万
円
。
娯
楽
業
（
公
園
・

遊
園
地
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
提

供
業
、
遊
戯
場
な
ど
）
が
同

３
・
６
％
増
（
同

・
４
％

減
）
の
２
兆
５
８
２
１
億
１

９
０
０
万
円
。
道
路
旅
客
運

送
業
が
同

・
５
％
増
（
同


・
９
％
減
）
の
２
５
９
４

億
６
８
０
０
万
円
。
　

　
同
月
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

事
業
従
事
者
数
は
、
宿
泊
業

が
前
年
同
月
比
５
・
９
％
増

の

万
２
１
０
０
人
と
、


カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
前
の

年
同
月
比
は

２
・
３
％
減
少
し
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
３

月
中
旬
に
行
っ
た
「
小
企
業

の
設
備
投
資
動
向
調
査
」
で

は
、
２
０
２
２
年
度
に
設
備

投
資
を
実
施
し
た
小
企
業

（
従
業
者

人
未
満
。
飲
食

店
・
宿
泊
業
、
卸
売
業
、
小

売
業
は

人
未
満
）
の
割
合

は
前
年
度
比
０
・
２
㌽
増
の


・
３
％
。
業
種
別
で
は
、

飲
食
店
・
宿
泊
業
が

・
８

％
と
、前
年
度（

・
５
％
）

を
１
・
７
㌽
下
回
っ
た
。

　
飲
食
店
・
宿
泊
業
が
実
施

し
た

年
度
の
設
備
投
資
の

目
的
は
（
複
数
回
答
）
、

「
補
修
・
更
新
」
が

・
５

％
と
ト
ッ
プ
。
以
下
、
「
売

り
上
げ
増
加
」（

・
８
％
）、

「
省
力
化
・
合
理
化
」
（


・
４
％
）
、
「
省
エ
ネ
・
公

害
防
止
」
（

・
７
％
）
、

「
新
規
事
業
へ
の
進
出
」

（

・
７
％
）
が
続
く
。

　
設
備
投
資
の
内
容
は
「
商

業
用
機
械
・
設
備
」
（

・

１
％
）
が
最
も
多
く
、
ほ
か

に
「
空
調
機
器
」
（

・
５

％
）
、
「
建
物
の
増
改
築
」

（

・
４
％
）
が
上
位
と
な

っ
た
。

　
世
界
的
規
模
で

コ
ロ
ナ
禍
後
の
景

気
回
復
の
兆
し
が

見
え
始
め
て
き
た

も
の
の
、
五
月
晴

れ
と
は
い
か
な
い

よ
う
だ
。
観
光
業
界
も
２
０

２
０
年
か
ら
約
３
年
間
に
わ

た
り
危
機
的
営
業
を
強
い
ら

れ
て
き
た
▼
こ
こ
で
観
光
庁

の
発
足
前
数
年
間
の
動
き
を

振
り
返
っ
て
み
る
。
１
９
９

９
年

月
に
二
階
俊
博
・
前

自
民
党
幹
事
長
が
、
当
時
の

森
喜
朗
内
閣
で
運
輸
大
臣
に

就
任
。
２
０
０
３
年
１
月
、

小
泉
純
一
郎
首
相
が
観
光
立

国
懇
談
会
を
開
催
。
同
懇
談

会
報
告
書
に
は
「
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
目
標
を
２
０
１

０
年
に
１
千
万
人
と
す
る
こ

と
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
た
。

２
０
０
７
年
に
は
「
観
光
立

国
戦
略
」
「
観
光
立
国
推
進

基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

業
界
か
ら
の
陳
情
が
あ
る
に

せ
よ
政
治
家
の
先
を
読
む
力

に
は
敬
服
す
る
▼
そ
の
結

果
、
急
激
に
観
光
産
業
の
振

興
策
が
動
き
だ
し
た
。
重
厚

長
大
産
業
に
と
っ
て
変
わ

り
、
さ
ら
に
観
光
業
界
の
諸

団
体
に
一
体
感
が
育
ま
れ

た
。
国
を
挙
げ
た
「
観
光
立

国
の
実
現
へ
の
布
石
」
に
よ

り
、
新
た
な
産
業
が
芽
生
え

観
光
業
界
の
念
願
だ
っ
た
観

光
庁
が
２
０
０
８
年

月
１

日
、
国
土
交
通
省
の
外
局
と

し
て
発
足
。
今
秋
に
は

年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
▼

観
光
立
国
が
叫
ば
れ
て
か
ら

二
十
数
年
順
調
に
推
移
し
て

き
た
が
、
２
０
２
１
年
に
は

日
本
人
国
内
旅
行
消
費
額
が

マ
イ
ナ
ス
約

兆
円
以
上
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
約
４
・
７
兆

円
の
マ
イ
ナ
ス
。
業
界
の
発

展
を
願
い
、
全
国
同
時
で
の

観
光
庁
発
足

周
年
パ
ー
テ

ィ
ー
で
も
や
ら
れ
た
ら
い
か

が
で
す
か
。
　
【
Ｍ
・
Ｈ
】


